



















































































































































































































































	第4章　需要予測
	4.4 記録通信サービス
	4.4.2 個人目的の記録通信サービス
	4.4.3 ファクシミリ蓄積・転送システム

	4.5 画像通信サービス
	4.5.1 ビデオテックスサービス
	4.5.2 その他の画像通信サービス

	4.6 ISDN加入

	第5章　電気通信開発の方針と戦略
	5.1 TOTの現在および将来における問題点
	5.1.1 大量の積滞と残存する無電話集落
	5.1.2 不十分な電気通信サービス
	5.1.3 信頼性不足の電気通信網
	5.1.4 電話トラヒック資料の活用不十分
	5.1.5 経営資源の不足

	5.2 電気通信網長期開発方針
	5.3 開発の戦略と目標
	5.3.1 国内電話需要の充足
	5.3.2 サービス品質の向上
	5.3.3 サービスの多様化
	5.3.4 経営の改善

	5.4 戦略の設定と実施
	5.5 マスタープランの実施によりもたらされる効果

	第6章　トラヒック予測
	6.1 電話サービス
	6.1.1 PC-PCトラヒック・マトリックスの予測
	6.1.2 バンコック複局地のトラヒック・マトリックスの予測

	6.2 セルラー自動車電話サービス
	6.3 その他のサービス
	6.3.1 サービスの多様化と通信網の高度化
	6.3.2 トラヒックの特性
	6.3.3 トラヒック測定
	6.3.4 トラヒック理論およびトラヒック予測


	第7章　電気通信網計画
	7.1 通信網基本計画
	7.1.1 通信網構成
	7.1.2 番号計画
	7.1.3 信号計画
	7.1.4 網同期方式

	7.2 技術基準
	7.2.1 はじめに
	7.2.2 技術基準の現状
	7.2.3 技術基準計画

	7.3 ISDNの導入
	7.3.1 概要



